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9)新潟県卵巣腫 癌登録成績
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且983年からま989年までの 7年間をこ登録 された新潟県

における卵巣腫鳩 目)間群,悪性群)586例に一一~,いて検

討 した.症例の内訳は,車間群93例 日5.9%), 悪性群

問群膝癖の組織塾は,ムチソ性が最 も多 く,牽液性,顔

膜偽粘液腫,鞘粒膜細胞睦.未分化性細胞肺,異化陣場,

発受性奇形腫,カルチノイ ドなどであった.中間群進行

期は 1朋81.700.【Ⅰ斯2.loo,m斯9.700.Ⅳ期5.i-i

%であった.腹膜偽粘液腰は,進行例が多かった.菩性

感癖の鼠繊型は,上皮後願癌 411例のうち,梁液性が最

税率腎癌 10.7%,未分化癌4.1%であった.非上皮性

腫痴39例は,胎児性癌,類皮嚢胞癌などが登録 された.

そハ進行斯;土 l･.皮性陸揚が I期39.L･lOo,Il期 14.196.

m斯34.600,Ⅳ期 11.49｡て,柴液性腫塙､!二未分化癌は

半数例t上上二かm,TV料(71進行例であ-･､-/∴

10 ) 肺小細胞癌 LD 症例 に対する化 学 療 法

(CDDP+E toposid e ) と多分割照射 同時

併用療法の pi豆o t
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(警 撃舘 がんセン)

斎藤 真理 ( 同 放射線科)

肺小細胞癌 LD症例 に長期生存を得るには,局所制

御率の向上が必須である.我々は,切除不能の LD症例

に対 し化学療法と多分割照射同時併用療法の pilotstudy

を ま989年且0月より開始 した.現在までに,70歳以下,

PS-〔卜2までの LD 初回治療5例が登録 された,

化学噂法は. CDr)r'SL)mgl扉 day1!二ll二toposidL1

100tllLlm2dこly1--3の点滴静注をIII週毎に･-1二トー-(施行

し.胸部照射は 1ニト∴･くHの dayl)(い )遇5回, 1回

線蔽 1.5Gyを Ifll)回照射 1..3遇で L15Gy投 与･し

た.各 二- ∴くさ-.も rG--CSF2I唱:Lkgs.C を day2より

連口施行 した.

結果 :CR i軌 PR 嶺例で秦効率は1輔%であった.

2例が.qLt射こ再発したが, 3例は寛解期間 1-6ケ月で寛

解継続中であり,食倒生存中である.登簿な放射線肺臓

炎,放射線食道炎は認めていない.

結論 :本療法は安全に施行可能と考えられ,良好な治

療成績が期待されるため更に症例を重ねて検討 したい.
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111肺癌での ラステ -ノトカプセル01使用経験

外山 譲二 申伊藤 文弥 (類繭病院内科)

対象18例.高齢.衰弱.豪族の希望で強力多剤併用療

法↑こ能tJ7')乳 及び借欄 法線LT)維持療法として.平均 70.1

m 9凧 stこIgeⅣ 9†札 投与方法は二:･.<十 ･ソト25rng

1)7;'七′L連 fl投与･(3例で 50mg).小細胞癌7例では.

総投 与u数いとこi:12日∴il.llH左上平均が 198円で平均生

ケ月を経た現在生存中. ラステ ット50mg単独療法の

1例は ま年 3ケ月生存, うち 1年 1ケ月は自宅で平穏な

生活を送 った.腰療効果はラスラットカプセル単独療法

の 5例の うち3例で PR を示 した.扇平上皮癌の平均

総投 I1-･H数は 171日､ 平均牛ff二期間は約101,一札 腺癌の

平均線投与 日数は66日と短 く評価は困難,小細胞癌 と扇

平 卜皮噛癌では,QuこIl巾,ofLire(I)向1と生育期f~ii恒

延長に有周であると思われた,副作用は軽度の脱毛と,

食思不振が2例のみ,50mgカプセル251日連続投与例

も含めて骨髄抑制は認めなかった.

ま2)気管支動脈より抗癌剤大量注入療法の 試み

土屋 俊品 や近藤 裾 (慧孟発語所輔 潟)

Lh本 裾Jl･Lh= 明 し 同 外科)

功率が高 くなったが,その効果の限界 も見えてきた.

それを打破するために,化学療法と照射療法を同時をこ

行 う方法や,rh-GCSFの併用で薬剤投与量を増やす こ

とが試みられている. しか し,畢粒球以外の骨髄障害や

腎障害などで投与不能となり,治療効果 も制約 される.

当院では非肺小細胞癌 に対 し, Cl)Df)･MMC･Vl_)S

を直接気管支動脈 より-駿をこ末櫓から入れる全慶を経Å

している.

気管支動脈の血流は心拍ナ甘藍の高々 19｡しかなく.気

管 支動脈注入は静注L/T)lOO倍LT)黄剤を活性型で腫垢に注

入できる利点がある.

特に陸揚が気管分岐部に達する例などは,約 2週間で

呼吸苦も取れ患者に喜ばれてし､る.

また肺野塾肺癌でも血管新生の多い例では,著 しい効

果が認められたので,これまでの当院での BAi療法の

経験を合わせて報吾する.


